
上
海
に
あ
っ
た
日
本
の
学
校

東
亜
同
文
書
院

20 

朝
日
新
聞
編
集
委
員

毛
井
正
勝
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人
へ
の
質
問
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中
国
・
上
海
市
の
南
西
部
に
あ
る
上
海
交
通
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、
、
春
節
（
旧
正
月
）
を
前
に
し
た
二
月
初
め
、
い
っ
と
き
の

静
け
さ
の
中
に
あ
っ
た
。
人
口
千
三
百
万
余
、
建
設
で
沸
く
市
街

地
の
熱
気
は
、
こ
こ
へ
は
と
ど
か
な
い
。

一
九
O

一
年
（
明
治
三
十
四
年
）
、
貴
族
院
議
長
近
衛
篤
麿
が

初
代
会
長
を
務
め
た
東
亜
同
文
会
が
、
上
海
に
開
設
し
た
日
本
の

専
門
学
校
、
東
亜
同
文
書
院
は
三
八
年
（
昭
和
十
三
年
）
か
ら
敗

戦
で
閉
校
す
る
四
五
年
八
月
ま
で
、
こ
こ
を
臨
時
校
舎
に
し
た
。

か
わ
ら
ぶ
き
の
「
赤
門
」
は
往
時
の
ま
ま
で
あ
る
。
一
歩
、
校

外
へ
出
る
と
、
商
店
が
道
路
を
挟
ん
で
並
ぶ
。
ざ
わ
め
き
に
ま
じ

っ
て
、
日
本
人
学
生
の
高
吟
、
出
陣
学
徒
の
靴
音
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
だ
つ
た
。

専
門
学
校
は
三
九
年
四
月
、
大
学
に
昇
格
す
る
。
本
間
喜
一
が

学
長
を
委
嘱
さ
れ
た
の
は
五
十
年
前
の
四
四
年
二
月
。
こ
の
本
聞

が
四
十
五
年
に
わ
た
る
東
亜
同
文
書
院
、
東
亜
同
文
書
院
大
学

（
以
下
「
書
院
」
と
略
す
）
の
歴
史
の
幕
を
引
き
、
戦
後
、
豊
橋

市
に
書
院
の
血
を
引
く
愛
知
大
学
を
設
立
す
る
立
役
者
に
な
る
。

-

a’ 

愛
知
大
学
文
学
部
教
授
（
地
理
学
）
の
藤
田
佳
久
（
五
三
）
は

昨
年
暮
れ
、
書
院
の
卒
業
生
約
五
千
人
の
う
ち
、
現
存
す
る
千
四

百
五
十
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
発
送
し
た
。

九
二
年
十
一
月
発
行
の
同
窓
会
名
簿
を
見
る
と
、
現
存
者
名
が

掲
載
さ
れ
始
め
る
の
は
二
一
年
（
大
正
元
年
）
九
月
二
十
五
日
入

学
、
一
五
年
六
月
二
十
七
日
卒
業
の
第
十
二
期
で
あ
る
。
毎
年
六
、

七
十
人
が
物
故
す
る
。
「
今
、
聞
い
て
お
か
な
け
れ
ば
、
書
院
の

実
態
を
埋
も
れ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
思
い
が
、
書
院
に

学
問
的
関
心
を
寄
せ
る
藤
田
に
、
か
つ
て
な
い
調
査
を
決
意
さ
せ

た
。質

問
内
容
は
、
そ
の
時
代
、
書
院
生
と
先
の
戦
争
と
の
か
か
わ

り
な
ど
か
ら
、
細
部
を
六
種
類
に
分
け
た
。

①
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
三
七
年
（
昭
和
十
二
年
）
、
通
訳
と

し
て
従
軍
し
た
三
十
四
期
生
②
こ
の
期
を
除
く
三
十
九
期
生
ま
で

③
大
学
昇
格
後
の
四
十
1
四
十
二
期
生
④
学
徒
出
陣
し
た
四
十
三

期
生
⑤
四
十
四
、
四
十
五
期
生
⑥
入
学
し
た
が
、
上
海
へ
渡
れ
な



か
っ
た
最
後
の
四
十
六
期
生
で
あ
る。

回
答
が
次
々
に
届
き
、
Lす
で
に
三
百
五
十
通
ほ
ど
に
な
っ
て
い

る
。
「
こ
れ
は
、
古
院
で
学
ん
だ
人
た
ち
の
造
言
状
で
す
ね
」
と

族
問
。「

入
学
を
希
望
し
た理
由
」
「
書
院
で
の
中
国
語
教
育
」
「
書
院

の
教
育
で
、
今
に
継
承
し
た
ほ
、
つ
が
い
い
と
思
う
点
、
そ
う
で
な

い
点
」
「
戦
後
、
書
院
を
ス
パ
イ
学
校
視
す
る
見
方
が
あ
っ
た
が

、

そ
れ
に
つ
い
て
の
考

え
」
「
戦
後
の
中
国

と
の
か
か
わ
り
」
。

質
問
は
多
岐
に
わ
た

る
が
、
回
答
は
用
紙

の
裂
に
ま
で
及
ん
で

い
る
。

市
を
持
て
な
い
人

は
「
自
宅
へ
来
て
ほ

し
い
」
と
願
っ
て
い

る
。

人
生
を
振
り
返

る
ひ
と
つ
の
機
会
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

件
院
に
つ
い
て
記

述
さ
れ
た
書
物
は
多

い
。

し
か
し

、

ほ
と

ん
ど
が
関
係
者
に
よ

る
も
の
で
、

「今
こ

そ
、
客
観
的
に
み
て

ほ
し
い
と
望
ん
で
い

上
海
交
通
大
学
の
正
門
は
、
東
亜
同
文
書
院
・
大
学

が
借
用
し
て
い
た
当
時
の
ま
ま
だ
H

K

海
市
内
で

る
よ
う
だ
」
と
、
藤
田
は
い
う。

A-

av 

書
院
開
設
の
飽
旨
は
「
中
国
を
富
強
な
ら
し
め
、中
日
提
携

の
基
礎
を
悶
め
る
た
め
、
そ
れ
に
必
要
な
人
材
を
養
成
す
る
」
だ

っ
た
。

当
時
の
高
等
商
業
学
校
、
高
等
学
校
程
度
の
授
業
を
め
ざ
し
て

ス
タ
ー

ト
し
た
書
院
の
第
一
期
・
半
業
生
ご
九
O
凶
年
）
は
政
治

科
六
人
、
商
務
科
五
十
四
人。
以
後
、
主
と
し
て
、
各
府
県
で
の

激
し
い
選
抜
試
験
を
く
ぐ
り
、
公
費
で
派
遣
さ
れ
た
十
八
段
前
後

の
青
年
が
、
国
際
都
市
・

上
海
へ
向
け
、
続
々
と
海
を
渡
っ
た
。

性
院
の
特
徴
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
租
界
外
の
一
向
に
、

開
校
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
特
異
性
の
是
非
は
と
も
か
く
、

後
の
日
中
間
の
情
勢
は
校
舎
焼
失
、

通
訳
従
軍
、

学
徒
出
陣
、
開

校
と
、
上
海
に
あ
っ
た
日
本
の
学
校
を
ほ
ん
ろ
う
す
る
こ
と
に
な

る

。
（

敬
称
略
）

1944 （昭和19） 年 2 月

文部省、 '.i]HJT-教育の強

化決める

名古屋市内で一般家以

の新増築禁止

米機動部隊、 トラ ック

ぬを空襲。 日本1f[、航

空機270機など失う

東条内！持j改造

｜陸相東条英機が参謀総

長、海相嶋田繁太郎が

'.ff］＇.令部総長をそれぞれ

兼任

トヨタが戦時規格自動

車の第 I 号を発表

4 日

1 5 日

！？日

19日

2 1 日

24 1ヨ

23 



日
渇
友
会
と
霞
山
会

24 

東
亜
同
文
書
院
大
学
最
後
の
学
生
に
な
っ
た
一
九
四
五
年

（
昭
和
二
十
年
）
入
学
の
四
十
六
期
生
は
全
員
、
顔
を
そ
ろ
え
る

こ
と
な
く
散
じ
た
。
圏
内
か
ら
上
海
を
め
ざ
し
た
学
生
が
、
戦

局
の
悪
化
で
渡
航
で
き
ず
、
現
在
の
富
山
市
に
あ
っ
た
呉
羽
航

空
機
会
社
（
旧
呉
羽
紡
績
）
の
工
場
と
宿
舎
を
借
り
た
分
校
に

集
結
し
た
た
め
で
あ
る
。

三
九
年
、
大
学
予
科
に
入
っ
た
四
十
期
の
愛
知
大
学
名
誉
教

授
池
上
貞
一
（
七
五
）
H

豊
橋
市
八
町
通
H

は
、
呉
羽
分
校
で

中
国
語
の
講
師
を
務
め
て
い
た
。

敗
戦
に
よ
る
帰
郷
、
書
院
大
学
の
圏
内
移
転
・
存
続
の
望
み

を
か
け
た
呉
羽
で
の
分
校
再
開
、
四
五
年
十
一
月
十
五
日
の
授

業
打
ち
切
り
、
残
務
整
理
。
め
ま
ぐ
る
し
い
日
々
を
送
っ
て
い

た
池
上
が
、
呉
羽
紡
績
か
ら
も
ら
っ
た
厚
手
の
紙
と
縄
を
持
っ

て
上
京
し
た
の
は
、
こ
の
年
の
暮
れ
で
あ
る
。
書
院
を
経
営
す

る
東
直
同
文
会
の
本
部
が
あ
る
東
京
・
虎
ノ
門
の
霞
山
（
か
ざ

ん
）
会
館
（
今
の
霞
山
ピ
ル
）
が
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
（
G

H
Q

）
に
接
収
さ
れ
る
、
と
聞
い
た
か
ら
だ
。

会
館
三
階
の
書
庫
に
は
大
量
の
本
が
あ
っ
た
。
中
華
民
国
時

代
の
社
会
、
経
済
、
政
治
、
法
律
関
係
の
本
や
報
告
書
を
中
心

に
三
万
五
千
冊
と
い
わ
れ
る
「
霞
山
文
庫
」
で
あ
る
。

二
十
冊
ほ
ど
を
ひ
と
包
み
に
し
、
縄
で
し
ぼ
っ
て
運
び
出
し
た
。

池
上
は
終
始
、
本
を
し
ば
る
仕
事
を
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
以
外

は
余
り
覚
え
て
い
な
い
。
本
は
同
文
会
の
関
係
者
宅
へ
運
ば
れ
、

接
収
を
免
れ
た
。

こ
の
図
書
が
半
年
後
、
愛
知
大
学
設
立
を
文
部
省
に
申
請
す
る

際
、
基
礎
的
書
物
と
し
て
役
立
つ
。
愛
大
豊
橋
図
書
館
に
あ
る

「
霞
山
文
庫
」
は
、
書
院
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
、
今
な
お

「
宝
の
山
」
だ
。-

a’ 

霞
山
文
庫
の
霞
山
は
、
東
亜
同
文
会
を
一
八
九
八
年
（
明
治
三

十
一
年
）
に
結
成
し
た
貴
族
院
議
長
近
衛
篤
麿
の
号
で
あ
る
ロ
霞

山
ピ
ル
に
あ
る
財
団
法
人
「
霞
山
会
」
は
一
九
四
六
年
三
月
一
日
、

自
主
解
散
し
た
東
亜
同
文
会
の
財
産
と
事
業
を
引
き
継
ぐ
た
め
、

四
八
年
に
創
設
さ
れ
た
。

現
在
、
会
長
兼
理
事
長
を
首
相
細
川
護
照
の
母
方
の
叔
父
、
近

衛
通
隆
が
務
め
、
常
任
理
事
、
渡
辺
長
雄
（
七
六
）
H

川
崎
市
H

は
書
院
三
十
五
期
生
で
あ
る
。

中
国
関
係
の
刊
行
物
出
版
、
中
国
語
教
育
、

人
の
交
流
を
進
め
、



ア
ジ
ア
、
と
り
わ
け
中
国
と
日
本
と
の
友
好
を
深
め
よ
う
と
し

て
い
る
。

終し 成与盃事管珍 族とも生練宅長に山こ れ問
えてし」す 一 一 業のし同がいつ 。 J馬 一 、 詰ピう i臣、窓

会自 t ゑ t ！！日く、 i 宗子 iii 雇守三 ：~ 出店芸告全？
？雲一~材考 竺受診 t Z 記； 堤目占 揚事 i 主徒会要言f (;t 人 。 のドつ 省て話るい父十京子務務 。 わ集
っ 、 と 育寄にて所は尤泊 、 を！明都郎局所霞れま古来

一一一 fl," . 」 t.－ つ ゆ京 ．K1~ ~;;;: Pーーでさ守＇：・ i.ifJ. なう
羽：邑ゐ.4i 培男知合 ’ 寸噌 ： 具 ）日
刊二ザ阻且三塁韮山 附倒 の さ生

二tτ咽勘｛ヨ［＇ム 些 聞つ のそ

で新東
年亜 ．
賀同
詞文
交番
換院
会 ・
が大
開学
かの

漁
村

だ
っ
た
上
海
は

/ 

今
年
の
賀
詞
交
換
会
も
、
上
海
で
敬
っ
た
院
歌
や
寮

歌
で
終
わ
っ
た
H

l

月
口
日
．
米
京

H

比
谷
の
中

国
料
理
店
で

と
し
て
い
る
。

敗
戦
に
よ
る
学
校
消
滅
と
い
う
経
緯
か
ら
、
入
学
者
を
卒
業
生

と
み
な
し
て
い
る
が
、

五
千
百
人
い
た
同
窓
は
、

千
四
百
人
を
割

っ
た
。

あ
と

二
十
年
も
す
れ
ば
、
ゼ
ロ
に
な
る
現
実
を
踏
ま
え
、

「足

腰
の
強
い
う
ち
に
結
末
を
つ
け
よ

う
じ
ゃ
な
い

か
」
（
賀
来
）
と

い
う
方
針
が
固
ま
っ
た
。

今
春
の
総
会
で、

社
団
法
人
解
散
の
具

体
的
方
策
が
示
さ
れ
る
は
ず
だ。

だ
が
、

任
意
団
体
と
し
て
の
枢
友
会
は
、
最
後
の二
人
ま
で
続

く
。

上
海
の
地
で
つ
な
が
り

、

卒
業
後
も
結
束
を
緩
め
ず

、
各
界

で
力
を
出
し
切
っ
た
男
た
ち
の
決
断
だ
っ
た
。

（
敬
称
略
）

東亜同文書院の軌跡

1901 （明治34）年 5 月 上海に開設

13 ・ 7 中国の第二革命で校舎全焼、長崎県

大村市で授業

上海の仮校舎へ復帰

上海虹橋路に新校舎完成

専門学校令による指定学校になる。

所管は外務省。 この年の入学生から、

修業年限が31p：から 4 年に

戦争激化で長崎市の仮校舎へ

上海の校舎焼失

上海交通大学の校舎を借用

大学昇怖に伴い、 予科生が入学。 予

科2 年、 学部 3年

敗戦で事実上閉校

上海残留の教職員、 学生全員が帰国

25 

13 ・ 1 0

1 7 ・ 4

2 1 ・ 7

37 ・ 1 0

37 ・ 1 I 

38 ・ 4

39 ・ 4

45 ・ 8

46 ・ 4



8 
大
旅
行

26 

「
他
に
類
を
み
な
い
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
と
評
価
さ
れ
る

実
績
が
、
東
亜
同
文
書
院
・
大
学
に
は
あ
る
。
卒
業
生
が
ひ
と

し
お
懐
か
し
げ
に
い
う
「
大
旅
行
」
だ
。
今
ふ
う
に
い
え
ば
、

卒
業
記
念
旅
行
だ
が
、
最
盛
期
は
期
間
が
三
カ
月
か
ら
半
年
に

及
ぶ
中
国
大
陸
探
検
の
旅
だ
っ
た
。
専
門
学
校
時
代
は
最
終
学

年
の
三
年
（
の
ち
四
年
）
、
大
学
昇
格
後
は
学
部
二
年
の
夏
休
み
、

上
海
を
出
発
し
た
口

書
院
は
、
日
中
間
で
貿
易
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
時
代
、
中

国
の
言
葉
や
経
済
に
通
じ
た
人
を
養
成
す
る
た
め
、
設
立
さ
れ

た
高
等
専
門
学
校
だ
っ
た
。
そ
れ
に
は
中
国
の
商
慣
習
、
地
理
、

農
村
の
実
態
な
ど
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
ん
な
意
気
込
み
で
、
学
生
た
ち
は
四

l

六
人
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
清
末
期
か
ら
民
国
時
代
の
中
国
各
地
は
も
ち
ろ
ん
、

シ
ベ
リ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
に
ま
で
足
を
延
ば
し
た
。
ル
ー
ト
は

延
べ
七
百
に
上
る
。.. 

愛
知
大
学
豊
橋
図
書
館
に
は
、
主
と
し
て
、
一
九
二
二
年

（
大
正
二
年
）
卒
業
の
十
期
か
ら
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
卒
の
二

十
九
期
ま
で
の
学
生
が
残
し
た
約
四
百
冊
も
の
大
旅
行
調
査
報

告
書
の
稿
本
が
あ
る
。
和
紙
を
と
じ
た
厚
さ
五
、
六
セ
ン
チ
の
記

録
は
、
日
記
と
、
卒
業
論
文
に
も
な
っ
た
リ
ポ
ー
ト
部
分
に
分
か

れ
て
い
る
。

一
九
七
九
年
、
愛
大
に
着
任
し
た
文
学
部
教
授
、
藤
田
佳
久

（
五
二
一
）
は
専
攻
の
地
理
学
か
ら
、
こ
の
稿
本
に
注
目
し
た
白
藤

田
の
研
究
に
よ
り
大
旅
行
の
全
ほ
う
が
、
次
第
に
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

大
旅
行
は
一
九
O
八
年
（
明
治
四
十
一
年
）
卒
の
五
期
生
か
ら

本
格
化
す
る
。
日
本
人
が
初
め
て
、
足
を
踏
み
入
れ
る
コ
l

ス
が

多
く
、
各
地
で
通
貨
が
違
う
た
め
、
書
院
は
銀
を
用
意
し
た
口
な

べ
、
か
ま
持
参
の
野
宿
、
徒
歩
や
馬
車
で
の
旅
だ
っ
た
口

十
五
、
六
期
く
ら
い
か
ら
金
融
、
交
通
・
水
運
、
農
業
と
い
っ

た
テ
l

マ
が
決
ま
り
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
二
十
期
代
は
多
く
の
情

報
が
集
ま
り
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
色
合
い
を
強
め
た
。

藤
田
は
約
十
年
前
、
学
生
が
歩
い
た
一
コ

l

ス
を
実
地
調
査
し

た
こ
と
が
あ
る
口

報
告
書
は
「
真
実
を
書
く
」
「
理
屈
を
い
わ
な
い
」
「
あ
い
ま
い

な
こ
と
は
書
か
な
い
」
を
鉄
則
に
し
た
と
は
い
え
、
真
実
性
と
学

生
の
実
力
を
知
る
の
が
目
的
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
予
定
が
出
発



直
前
に
変
更
に
な
り
、
予
習
不
足
だ
っ
た
は
ず
の
コ
l

ス
を
わ

ざ
わ
さ
選
ん
だ
。

結
果
は
、
報
告
書
の
価
値
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
。

藤
田
は
中
国
と
い
う
国
は
、
組
織
が
変
わ
っ
て
も
、
農
村
部

の
景
観
や
村
落
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い

、

と
み
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
報
告
書
は
現
在
の
中
国
の
基
盤
で
あ
る
農
村
、

地
域
の
定
期
市
場
を
中
心
と
す

る

小
さ
な
経
済
問
、
多
様
な
言

語
、
通
貨
の
違
い
、

土
地
利
用
な
ど
を
知
る
う
え
で
貴
重
だ
。

た
だ
、
国
際
人
を
鋭
出
す
る
素
地
に
な
っ
た
大
旅
行
も
、
日

中
関
係
と
無
縁
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
一
九
三
七
年

（昭
和

十
二
年
）
に
は
、
出
発
し
て
一
ヶ
月
後
の
鹿
溝
橋
事
件
で
、
旅

行
は
中
止
に
な
り
、
三
九
年
の
大
学
昇
格
以
後
、
住
時
の
姿
を

と
ど
め
な
く
な
る

。

-

AV 

藤
田
の
研
究
は
日
記
部
分
か
ら
進
ん
で
い
る
。

行
く
先
々
で
あ

い
さ
っ
し
た
知
事
の
人
物
評
価
な
ど
、
中
国
の
各
層
に
わ
た
る

人
々
が
い
き
い
き
と
姉
写
さ
れ
て
お
り
、
七
百
も
の
ル

l

ト
の
点

と
点
を
結
べ
ば
、
山
総
や
而
に
な
っ
て
、
広
大
な
大
陸
の
綬
底

、

が
う

か
が
え
る
か
ら
だ
。

し
か
し
、
膨
大
な
報
告
書
の
中
に
は
判
読
に
苦
し
む
字
も
あ
り
、

一
人
で
は
と
て
も
読
破
で
き
な
い
。

愛
大
生
、
そ
の
父
母
、
祖
父

母
ら
の
手
を
借
り
、
清
書
す
る
作
業
が
続
く
。

終
わ
っ
た
の
は
、

四
分
の
一
ほ
ど
だ
ろ
う
か
。

そ
の
成
果
は

、

ま
ず
東
亜
同
文
書
院
中
国
調
査
旅
行
日
記
第

一

巻
「
中
国
と
の
出

会
い
」
と
し
て

、

一
二
月
に
も
出
版
さ
れ
る
。

内

容
は

、

六
期
と
八
期
の
書
院
生
二
人
が
旅
先
で
書
い
た
フ
ィ

ー

ル

ド
ノ
ー
ト
が
中
心
に
な
る
。
（
敬
称
略
）

藤図佳久教慢を東亜同文書院の研究に踏み込ませた

四百冊に上る大旅行調査報告書の稿本は、愛知大学

にしかない＝銑僑iiiの愛大農協図書館で
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日
通
訳
従
軍

28 

一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
年
）
九
月
三
目
、
東
亜
同
文
書
院
院

長
、
大
内
暢
三
は
三
四
年
入
学
の
三
十
四
期
生
に
「
告
諭
」
を
発

し
た
。
日
中
両
軍
が
激
突
し
た
虚
溝
橋
事
件
の
約
二
カ
月
後
で
あ

る
。内

容
の
あ
ら
ま
し
は
「
忠
勇
義
烈
の
我
が
将
兵
と
は
い
え
、
現

地
に
入
っ
て
は
言
語
に
通
ぜ
ず
、
地
理
に
暗
い
た
め
、
不
便
と
支

障
が
生
じ
る
。
つ
い
て
は
、
書
院
生
の
長
所
を
発
輝
し
、
軍
事
通

訳
に
、
後
方
勤
務
に
出
動
し
、
祖
国
へ
応
分
の
奉
公
を
し
て
ほ
し

い
」
で
あ
っ
た
。

三
二
年
一
月
の
第
一
次
上
海
事
変
の
際
、
上
海
に
い
た
日
本
人

の
非
難
を
振
り
切
っ
て
、
学
生
の
国
内
総
引
き
揚
げ
を
指
示
し
た

大
内
の
苦
渋
の
決
断
と
い
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
第
一
陣
五
人
、
二
、
三
陣
各
二
十
人
、
四
陣
十
九

人
、
五
陣
十
五
人
、
六
陣
一
人
と
、
三
十
四
期
生
九
十
二
人
の
う

ち
八
十
人
が
、
三
七
年
十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
上
旬
に
か
け
て
従

軍
の
途
に
つ
く
。

書
院
は
こ
の
時
、
虚
溝
橋
事
件
後
、
上
海
に
ま
で
及
ん
だ
戦
火

を
避
け
、
長
崎
市
の
仮
校
舎
に
移
っ
て
い
た
。

.. 

七
十
七
歳
に
な
る
今
も
、
岐
阜
市
で
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
設
営
す

る
会
社
を
経
営
す
る
井
上
信
（
た
だ
し
）
H

羽
島
市
正
木
町
須

賀
H

は
、
郵
送
さ
れ
て
き
た
告
諭
を
自
宅
で
受
け
取
っ
た
。

長
崎
で
出
発
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
十
月
十
五
日
ご
ろ
、
と
記
憶

す
る
。
東
京
ま
で
の
切
符
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
寮
の
部
屋
を
整

理
す
る
間
も
な
か
っ
た
。
途
中
、
岐
阜
駅
で
父
か
ら
軍
刀
を
渡
さ

れ
、
陸
軍
省
で
辞
令
、
軍
服
、
支
度
金
約
三
百
円
を
も
ら
う
。
こ

の
こ
ろ
の
三
百
円
と
い
え
ば
、
旧
制
中
学
校
の
五
年
分
の
授
業
料

に
相
当
し
た
。

配
属
先
は
第
一
O
軍
一
一
四
師
団
一
二
七
歩
兵
旅
団
。

広
島
港
で
乗
船
、
上
海
へ
渡
っ
た
井
上
は
、
杭
州
湾
か
ら
上
陸

し
、
南
京
へ
北
上
す
る
軍
を
「
追
求
す
る
」
こ
と
に
な
る
。
頼
り

は
出
く
わ
し
た
軍
隊
の
情
報
だ
っ
た
。
中
国
軍
を
追
躍
す
る
一
一

四
師
団
と
合
流
で
き
た
の
は
、
太
湖
の
南
あ
た
り
で
あ
る
。

通
訳
従
軍
の
名
目
は
「
皇
軍
の
作
戦
に
寄
与
す
る
」
と
さ
れ
た

が
、
現
実
は
現
地
調
達
に
名
を
借
り
た
略
奪
の
案
内
役
だ
っ
た
。

鶏
肉
は
さ
さ
み
だ
け
取
っ
て
、
残
り
は
捨
て
る
。
井
上
に
は
「
大

変
な
む
だ
」
と
映
っ
た
。

戦
闘
要
員
で
な
い
従
軍
学
徒
は
、
砲
弾
が
飛
び
交
う
問
、
た
だ



通訳従軍した学生がくぐった中華門の周囲は、

古い城壁が残っている＝南京市内で

身
を
ひ
そ
め
る
。

井
上
が
南
京
の
中
華
門
を
く
ぐ
っ
た
の
は
、
日
本
軍
が
こ
こ
を

占
領
し
た
十

二
月
十
三
日
の
朝
で
あ
る
。

高
い
減
壁
の
外
に
は
、

鉄
か
ぶ
と
の
後
ろ
か
ら
銃
撃
さ
れ
た
中
国
軍
兵
士
が
倒
れ
、
内
側

に
は
土
の
う
が
び
っ
し
り
積
ま
れ
て
い
た。

-

A’ 

上
海
l

南
京
聞
は
現
在
、
飛
行
機
で
四
十
五
分
。
二
階
が
あ
る

急
行
列
車
は
途
中

、

加
熱
錫
に
し
か
と
ま
ら
ず、
約
三
百
キ
ロ
を
四

時
間
で
走
っ
た
。

南
京
市
街
を
取
り
巻
く

城
壁
は
壊
さ
れ
た
所
も

あ
る
が

、

中
華
門
は
観
光
客
を
迎
え
て
い
た
。

周
囲
の
道
路
は
、

車
や
自
転
車
で
混
雑
を
き
わ
め
る。

avA

’ 

三
十
四
期
生
は
、
通
訳
従
軍
記
「
長
江
の
水
天
を
う
ち
」
を
出

版
し
た
。

そ
れ
を
読
む
と

、

学
校
当
局
に
対
し
、
従
軍
を
嘆
願
し

た
学
生
が
戦
地
で
見
た
も
の
は
暴
行
、
略
奪
、
放
火
で
あ
り
、
せ

い
惨
な
戦
争
に
打
ち
の
め
さ
れ
る
姿
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

ヲ
匂。だ

が
、
「
時
代
の
流
れ
と
は
い
え、

従
軍
は
や
は
り
ま
ず
か

っ

た

」
「あ
れ
で
よ
か

っ
た
」
と

、

意
見
は
な
お
分
か
れ
る
。

井
上
が
長
崎
へ
一
戻
った
の
は
三
八
年
二
月

二
十
八
日
。

同
窓
の

石
井
勝
は
こ
の
年
の

一
月

二
十
三
日
、
安
徽
省
で
戦
死
し

、

迫
骨

で
帰
還
す
る
。

卒
業
式
は
三
月
六
日
に
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
、

ま
だ
戦
地
に
と
ど
ま
る
者
が
い
た

。
「
聖
戦
」
の
現
実
を
学
生
の

目
で
い
ち
早
く
見
た
の
が
、
七
十
歳
代
後
半
を
迎
え
た三
十
四
期

生
だ
っ
た
。
（

敬
称
略
）
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日
学
徒
出
陣

30 

昨
年
秋
、
出
版
さ
れ
た
冊
子
「
東
亜
同
文
書
院
大
学
と
愛
知

大
学
」
に
載
る
一
枚
の
写
真
を
見
て
、
「
裏
焼
き
で
は
な
い
か
」

と
、
疑
問
を
持
っ
た
人
が
い
た
。

書
院
大
学
四
十
二
期
生
で
、
旧
制
愛
知
大
学
の
一
期
卒
業
生

で
も
あ
る
小
崎
昌
業
（
七
二

H

東
京
都
港
区
H

が
、
九
三
年

度
の
愛
大
入
学
式
（
豊
橋
会
場
）
で
、
記
念
講
演
し
た
内
容
を

ま
と
め
た
文
に
付
く
出
陣
学
徒
の
写
真
で
あ
る
。
演
題
は
「
愛

知
大
学
の
原
点
は
東
亜
同
文
書
院
大
学
ー
そ
の
建
学
精
神
の
継

承
と
発
展
」
だ
っ
た
。

撮
影
さ
れ
た
の
は
一
九
四
三
年
（
昭
和
十
八
年
）
十
一
月
二

十
七
日
。
社
行
会
場
へ
向
う
書
院
学
生
が
、
上
海
の
繁
華
街
、

静
安
寺
路
を
左
肩
で
銃
を
支
え
て
行
進
し
て
い
る
。

出
所
は
、
四
十
二
期
生
が
七
八
年
に
刊
行
し
た
記
念
ア
ル
バ

ム
「
長
江
の
水
」
だ
が
、
現
地
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

ア
ル
バ
ム
の
写
真
に
見
え
る
看
板
の
字
、
日
の
丸
の
旗
を
振

る
エ
プ
ロ
ン
姿
の
婦
人
。
い
ず
れ
も
不
自
然
で
は
な
か
っ
た
。

.. 
書
院
の
学
生
が
出
陣
へ
の
抵
抗
を
そ
れ
と
な
く
示
し
た
の
だ

ろ
う
か
、
と
い
う
思
い
が
か
す
め
、
幾
人
か
の
四
十
二
期
生
に
尋

ュ
た
。「

左
肩
に
銃
？
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」
「
覚
え
て
い
な

い
な
」
。
こ
ん
な
答
え
が
多
か
っ
た
が
、
小
崎
は
「
疲
れ
た
の
で
、

右
肩
か
ら
持
ち
替
え
た
の
で
し
ょ
う
」
と
明
快
だ
っ
た
ロ

書
院
が
あ
っ
た
上
海
交
通
大
学
と
出
陣
学
徒
の
社
行
会
場
で
あ

る
虹
口
新
公
園
（
今
の
魯
迅
公
園
）
は
、
上
海
市
内
の
南
と
北
。

交
通
渋
滞
の
激
し
い
現
在
は
、
車
で
も
一
時
間
以
上
か
か
り
そ
う

だ
。上

海
に
い
た
書
院
生
も
、
囲
内
の
学
生
と
同
じ
よ
う
に
、
生
き

て
帰
る
気
持
ち
な
ど
な
く
、
十
二
月
一
日
、
出
陣
し
た
こ
と
は
間

違
い
な
か
っ
た
。.. 

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
四
一
年
の
四
月
、
書
院
大
学
予
科
に

入
っ
た
四
十
二
期
生
百
七
十
人
は
東
京
に
集
結
、
恒
例
の
伊
勢
神

宮
参
拝
、
京
都
・
奈
良
巡
り
を
し
て
四
月
十
八
日
、
入
学
式
に
臨

ん
だ
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
予
科
は
半
年
の
繰
り
上
げ
卒
業
に
な
り
、

四
二
年
十
月
学
部
入
学
、
四
三
年
十
月
の
学
徒
の
徴
兵
猶
予
停
止



当
時
を
振
り
返
り
、

と
話
す
。

深
谷
と
間
別
だ
っ
た
が
、
十
二
月

一
日
以
降
の
生
ま
れ
な
の
で
、

出
陣
が
一
年
後
に
な
っ
た
航
富
栄
一
（
七O
）
H

名
古
屋
市
千
種

区
H

は
、

学
生
だ
か
ら
要
領
が
悪
く
、
毎
日
殴
ら
れ
る
軍
隊
生
活

は
、
精
神
的
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た。

中
国
で
除
隊
に
な
っ
た
が
、
現
地
に
と
ど
ま
る

。
居
残
っ
た
日

本
人
が
つ
く
っ
た
病
院
や
物
産
会
社
で
通
訳
を
し
、
四
六
年
五
月

帰
国
。
中
日
新
聞
記
者
に
な
り
、
香
港
特
派
員
を
務
め
た
。

南
京
に
で
き
た
陸
軍
経
理
学
校
に
入
り
、
「
中
国
兵
と
戦
場
で

戦
う
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
幸
い
だ
っ
た
」
と
い
う
小
崎
も
当
時

は
、
身
を
捨
て
て
戦
う
気
持
ち
だ

っ
た
。

そ
の
小
崎
は
後
年
、
モ
ン

ゴ
ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
大
使
と
し
て
、

日
本
外
交
の
一
翼
を
担
う。

上
海
で
学
ん
だ
こ
ろ
の
話
を
お

お
ら
か
に
諮
る
官
院
卒
業
生
も
、

出
陣
と
な
る
と
口
は
や
は
り
重

い
。

「
若か
っ
た
で
す
か

ら
ね
。

命
令
の
お
も
む
く
ま
ま
に
行
っ

て
。

だ
が
、
我
々
は
書
院
学
生
で

す
か
ら
、
中
国
の
た
め
に
戦
っ
て

い
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
」
と
話

し
た
人
は
、
姓
名
を
出
す
の
を
断

わ
っ
た
。

（
敬
称略
）

に
伴
う
出
陣
と
、
戦
争
の
火
の
粉
を
全
身
に
か
ぶ
る
道
を
歩
む
。

。
。

深
谷
敬

一
（七
二
H

大
山川
市
梶
凹
阿
H

は
十
二
月

二
日
、

安
徽
省
・

成
州
の
鵠
（
と
び
）
三
O
六
二
部
隊
に
入
営
し
た
。

四
四
年
四
月
か
ら
南
京
の
陸
軍
予
備
士
官
学
校
「
金
陵
部
隊
」

で
教
育
を
受
け
、
十
二
月
下
旬
、
虚
州
の
原
隊
に

戻
っ
て
い
る
。

鵠
部
隊
と
い
う
名
を
多
く
の
同
期
生
か
ら
聞
い
た
。

深
谷
は
四
五
作
十
一
月
、
訴
州
に
あ

っ
た
矛
（
ほ
こ

）
部
隊
に

転
属
に
な
り
、
戦
闘
を
経
験
し
た
。

五
月
に
は
、
本
土
強
化
要

員
と
し
て
囲
内
へ
戻
り
、

弘
前
市
の
東
北
五
七
部
隊
で
終
戦
。

八
月
二
十
日
陸
軍

少
尉
、
九
月
五
日

、

召
集
解
除
に
な
っ
た
。

-, 

出陣する書院学生l手、上海市の目抜き通りで、在留日本人の激励
を受けた＝ JlrnITI；司文11f院大学四十二JVEtの記念アルバム rwrの

水」から

「
出
陣
に
は
、
み
ん
な
抵
抗
は
な
か
っ
た
」

3 l 
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本間喜ーさん

fi 

木因調三旺さん

故

東
亜
同
文
書
院
大
学
を
み
と
る
学
長
に
な

っ
た
本
間
喜

一
が

就
任
し
た
の
は

、

五
十
年
前
の

一
九
四
四
年

（昭
和
十
九
年
）

一
一
月で
あ
る
。

以
後
、
日
本
の
敗
色
は
ま
す
ま
す
強
ま
る
が
、

本
聞
は
最
後
の
学
長
と
し
て
、
四
五
年
八
月
のい事
実
ヒ
の
開
校、

学
生
、
教
職
只
の
国
内
引
き
揚
げ
に
当
た
っ
て
、
そ
の

手
腕
を

発
揮
す
る
。

帰
国
し
て
か
ら
は

、
豊
橋
市
の
陸
軍
予
備
士
官
学
校
跡
に
愛

知
大
学
を
設
立
、
初
代
の
故
山
裁
事
務
総
長
を
務
め
た
あ
と
、

二
度
に
わ
た
り
愛
大
学
長
に
な
る
。

本
間
こ
そ
、
性
院
と
愛
大

を
結
ぶ
橋
渡
し
役
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。

A-- 

岐
阜
市
消
住
町
、
愛
大
監
事
木
田
粥

三
旺
H

み
さ
お
H

（
七

九
）
は
、
勤
め
て
い
た
南
満
州
鉄
道
の
給
資
派
遣
生
と
し
て
書

院
に
入
っ
た
。

卒
業
後

、

世
院
大
学
の
中
国
語
の
講
師
、
教
授
に

な
り
、
事
務
局
長
役
も
し
た
た
め
、
本
間
と
深
く
か
か
わ
る
こ
と

に
な
る
。

木
田
は
「
終
生
、
人
を
大
切
に
さ
れ
た
先
生
は
、
人
生
の
達
人

で
し
た
」
と
、
本
聞
の
人
柄
を
振
り
返
っ
た
。

avA

’ 

本
間
が
持
つ
才
党
の
一
而
を
表
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て

、

今
も

語
ら
れ
て
い
る
の
が
、
戦
後
か
ら
引
き
揚
げ
ま
で
、
上
海
に
い
た

人
を
支
え
た
資
金
づ
く
り
で
あ
る
。

早
い
時
点
で
、
敗
戦
を
予
期
し
て
い
た
う
え
、
ド
イ
ツ
に
間
学

し
た
本
間
は
、

第
一
次
大
戦
後
の
す
さ
ま
じ
い
イ
ン
フ
レ
を
経
験

し
て
い
た
。

四
五
年
初
め
、
乗
る
つ
も
り
も
な
い
フ
ォ
ー
ド
の
新
車
を
八
百

万
元
で
買
い
、
こ

の
年
十
二
月
に
は
学
生
、
教
職
員
の

一
ヶ
月
分

の
費
用
に
当
た
る
二
億
三
千
万
元
で
売
っ
て
い
る
。

三
七
年
に
焼
き
打
ち
に
辿
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
運
動
場
も
入

札
で
売
り
、
代
金
に
金
の
延
べ
俸
を
求
め
た。
紙
幣
が
紙
き
れ
同

然
に
な
る
日
を
察
知
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

延
べ
棒
は
結
局
、
手
付
け
の
九
本
（

一
本
H

八
十
匁
、
三
百
グ



ラ
ム

）
し
か
受
け
取
れ
な
か
っ

た
が
、
本
間
は
心
配
す
る
駿
貝

を
よ
そ
に
、
世
話
し
た
こ
と
が
あ
る
中
国
人
に
預
け
る
。

中
国

人
は
必
要
に
応
じ
て
、
延
べ
持
を
相
場
で
両
替
し
、
届
け
た。

木
悶
は
こ
の
延
べ
絡
を
運
ん
だ

時
の
こ
と
を

鮮
明
に
記
憶
す

る
。

こ
れ
が
上
海
北
部
の
「
集
中営
」
で
帰
国
を
待
つ
学
生
、

教
職
貝
の
生
活
山
口
に
な
っ
た。

-

A’ 

木
田
は
回
大
作
十
二月
二
十
六
日
、
上
海
を
た
っ
た
。

岐
阜
市

に
清
い
た
の
は

三
月

一
百

復
。

焼
け
野
原
の
岐
阜
駅
前
か
ら
見

た
町
の
灯
は
、
キ
ツ
ネ
火
の
よ
う
だ
つ
た
。
母
と
妹

は
バ
ラ
ッ

ク
に
い
た
。

す
ぐ
上
京
し
た
。

件
院
の
教
職
員
の
退
職
金
支
払
い
な
ど
の

残
務
処
理
が
あ
っ
た
か
ら
だ。

ぃ
以
京
・
神
山
に
聞
い
た
仮
事
務
所
へ
は
、
学
生
が
詰
め
か
け

た
。

こ
こ
で
、

木
田
た
ち
が
持
ち
帰
っ
た
学
籍
簿
と
成
縦
簿
が

威
力
を
発
問
押
す
る。
本
間
は
、
い
っ
た
ん
中
国
に
接
収
さ
れ
た

こ
れ
ら
の
川
知
を
取
り
戻
し
て
い
た

。

だ
が

、

囲
内
の
学
校
も

い
っ
ぱ
い
で
、
編
入
は
凶
維
な
情
勢
だ
っ
た
。

本
間
は
四
六
年
五
月
、
問
「
く
も
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
た
学
生
、

教
職
員
の
た
め
に
、
大
学
設
立
の
機
備
を
始
め
た
。

こ
れ
か
ら

は
、
十
一
月
旧
制
愛
知
大
学
の
設
立
認
可、

四
七
年
一
月
予
科
、

四
月
法
経
学
部
の
開
設
と
、
木
田
が
「
今
思
え
ば
、
夢
の
よ
う

で
す
」
と
い
う
述
さ
で
、
本
間
の
執
念
が
実
る

。

後
に
、
本

間
は

「引
き
揚
げ
者
に
対
す
る
同
怖
が
あっ
た
か

ら
だ
ろ
う
」
と
述
機
し
て
い
る
。

豊
橋
を
選
ん
だ
理
由
は
す
ぐ
使
え
る
寧
の
土
地
や
建
物
が
あ

っ
た
か
ら
だ
な
ど
と
い
わ
れ
る
が
、
木
田
は
、
当
時
の
盟
締
市

長
械
回
忍
を
高
く
帯
価
し
て
い
る

。
「大
学
と
い
う
の
は
大
変
で

す
よ
」
と
い
う
本
間
に
、
織
田
は
「
オ
レ
は三河
人
だ
。

ま
か
せ

て
お
け
」
「
も
し
も
と
い
う
時
は
市
立
大
学
と
い
う
こ
と
も
あ
る
」

と
応
じ
た
。

事
実
、
市
が
最
初
出し
た
二
十
万
円
で
校
舎
の
窓
ガ
ラ
ス
の
補

修
や
板
の
打
ち
つ
け
を
し
た
。

こ
れ
も
、
八
七
年
に
九
十
五
歳
で

亡
く
な
っ
た
本
聞
の
話
で
あ
る

。
（

敬
称
略
）

本間喜ーさんらが創立したころの姿をとどめる愛知大学の木造本館

＝~I前，1r111r畑町で
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一
九
O
一
年
（
明
治
三
十
四
年
）
か
ら
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）

ま
で
、
五
千
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
日
本
の
学
校
を
、
中
国

の
人
々
は
ど
う
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
月
初
め
、
東
亜
同
文

書
院
大
学
が
あ
っ
た
上
海
交
通
大
学
を
訪
ね
、
国
際
交
流
処
副
処

長
で
動
力
機
械
工
程
教
授
の
童
澄
教
（
五
一
二
）
に
話
を
聞
い
た
。

童
は
八
十
年
四
月
か
ら
二
年
間
、
東
京
大
学
工
学
部
に
留
学
し

た
知
日
派
。
し
か
し
、
書
院
の
名
は
、
日
本
人
か
ら
聞
く
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
。
ま
ず
資
料
が
な
い
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
書
院
に
つ

い
て
研
究
し
た
い
と
い
う
童
は
、
書
院
出
身
者
を
「
遠
慮
し
て
い

る
よ
う
だ
」
「
恩
返
し
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
い
る
」
とd評

し
た
。最

近
、
横
光
利
一
の
小
説
「
上
海
」
を
翻
訳
出
版
し
た
南
京
外

国
語
学
校
日
本
語
科
主
任
の
牒
忠
漢
（
四
二
）
に
と
っ
て
は
、
初

め
て
耳
に
す
る
名
だ
っ
た
。

昨
年
十
一
月
、
愛
知
大
学
を
訪
れ
た
復
日
一
大
学
（
上
海
市
）
の

歴
史
学
系
教
授
黄
美
真
は
「
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
一
次
資

料
が
少
な
く
、
散
在
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
書
院
は
、
現
代
中

国
で
長
く
、
追
い
や
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
日
中
共
同
研
究

の
土
俵
づ
く
り
が
、
今
後
の
課
題
と
い
え
そ
う
だ
。

.. 
書
院
大
学
四
十
三
期
生
で
、
四
九
年
愛
大
卒
の
吉
川
績
（
七

O
）
H

所
沢
市
H

は
今
月
十
五
日
、
学
生
時
代
を
送
っ
た
上
海
交

通
大
学
へ
戻
っ
た
。

昨
年
九
月
か
ら
外
語
系
日
語
教
究
室
で
、
大
学
の
三
、
四
年
生

三
十
人
、
修
士
、
博
士
課
程
の
院
生
三
十
人
に
日
本
語
を
教
え
て

い
る
か
ら
だ
。

授
業
は
、
一
学
期
（
九
月
l

一
月
中
旬
）
が
週
十
二
時
間
、
二

学
期
（
二
月
下
旬
l

七
月
末
）
は
八
時
間
。
一
学
期
の
院
生
の
成

績
は
、
平
均
八
十
七
点
だ
っ
た
。
満
足
し
て
い
る
。

「
対
日
感
情
は
い
い
で
す
よ
。
日
本
の
風
土
、
風
俗
、
習
慣
を

話
す
と
、
学
生
は
喜
び
ま
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
日
本
は
未
知
の

固
な
ん
で
す
な
」
。
楽
し
そ
う
に
語
る
吉
川
の
活
動
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
る
。
童
が
い
う
恩
返
し
な
の
だ
ろ
う
か
。

書
院
三
十
五
期
の
小
泉
清
一
（
七
七
）

H

岐
阜
市
宇
佐
二
丁

目
H

は
、
岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
の
中
国
研
修
生
対
策
委
員
と
常

任
理
事
を
務
め
る
。
中
国
か
ら
縫
製
工
場
な
ど
へ
来
る
研
修
生
に

日
本
の
地
理
、
歴
史
、
文
化
を
教
え
る
小
泉
が
、
何
よ
り
も
心
配

す
る
の
は
、
企
業
が
利
益
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、
研
修
生
が
過
重



冬休み中の上海交通大学の4構内を子ども連れの市民が散歩していた＝上海rl1内で

な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
だ
。

「
単
純
労
働
の
担
い
手
で
は
な
く
、
進
ん
だ
技
術
を
教
え
る
の

が
建
前
な
の
で
す
」
と
強
制
し
た
。

A-- 

一
月
十
二
日
、
書
院
の
同
窓
会
「
掘
（こ
）
友
会
」
が
、
東
京

で
聞
い
た
新
年
賀
詞
交
換
会
に

、

愛
犬
の
学
長
石
井
吉
也

、

教
授

の
今
泉
潤
太
郎

、

藤
回
佳
久
ら
が
出
席
し
、
エ
ー
ル
を
交
わ
し
た
。

愛
大
は
数
年
前
か
ら
性
院
研
先
に
絞
様
姿
勢
を
み
せ
て
い
る。

し
か
し

、

両
者
は
無
縁

、

と
さ
れ
た
時
期
が
あ
る
。

学
生
の

「
大
旅
行
」
は
一
種
の
ス
パ
イ
活
動
で
は
な
か
っ
た
か
。

日
本
の

中
国
侵
略
に
加
担
し
た
の
が
、
通
訳
従
軍
で
は
な
かっ
た
の
か
。

書
院
を
こ
う
見
た
蒋
介
石
の
中
国
政
府
は、

愛
大
を
書
院
の
復
活
、

と
非
難
し
た
。

ま
た
、
連
合
国
軍
総
司
令
部

「G
H
Q

」
は
、
愛
大
創
立
時
の

四
七
年
初
め
、
「
書
院
教
授
の
採
用
は、

決
定
ず
み
の
人
は
や
む

を
え
な
い
が
、

今
後
は
認
め
な
い
」
と
指
示
す
る。

双
方
が
ソ
ツ

ポ
を
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
勢
だ
っ
た。

大
学
紛
争
が
続
発
し
た
こ
ろ
も

、

骨
院
は
排
除
さ
れ
る
側
に
あ

っ
た
。

し
か
し
、

時
代
は
変
わ
り
、
昨
年
五
月
、
愛
大
豊
橋
キ
ャ
ン
パ

ス
に

「東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
」
が
で
き
た
。

敗
戦

で
、
二
十
世
紀
前
半
の
凹
十
五
年
間
に
わ
た
る
歴
史
を
閉
じ
た
は

ず
の
書
院
は
、
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
、

側
性
を
中
国
に
求
め
る

愛
大
で
、
見
つ
め
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。（お

わ
り
H

敬
称
略
）
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